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平
成
23
年
3
月
11
日
、
宮
城
県
三
陸

沖
を
震
源
と
す
る
日
本
観
測
史
上
最
大

規
模
の
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
東
北
沖
を
縦
に
走
る
「
北
ア
メ
リ
カ

プ
レ
ー
ト
」
と
「
太
平
洋
プ
レ
ー
ト
」

の
境
界
で
発
生
し
た
「
境
界
地
震
」
で
、

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
9
・
0
と
い
う
非
常

に
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
開
放
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
地
震
に
よ
り
宮
城
、
福
島
、

栃
木
、
茨
城
の
4
県
で
は
震
度
7
か
ら

6
強
の
揺
れ
に
襲
わ
れ
、
さ
ら
に
北
海

道
か
ら
九
州
ま
で
の
広
範
囲
に
わ
た
っ

て
、
震
度
6
弱
か
ら
震
度
1
の
揺
れ
を

観
測
し
ま
し
た
。

　

こ
の
地
震
は
同
時
に
巨
大
な
津
波
を

発
生
さ
せ
ま
し
た
。
観
測
さ
れ
た
最
大

波
高
（
気
象
庁
発
表
）
は
宮
城
県
大
船

渡
の
11
・
8
m
。
最
大
遡
上
高
は
同
宮

古
市
の
40
・
4
m
に
お
よ
び
、
東
北
の

太
平
洋
沿
岸
を
中
心
に
、
各
地
で
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

と
く
に
震
源
地
に
近
い
宮
城
県
の
被

害
は
大
き
く
、
人
的
被
害
は
死
者
9 

4
7
2
人
、
行
方
不
明
者
1
8
8
0
人
、

住
宅
、
建
物
被
害
（
全
壊
数
＋
半
壊

数
）
は
21
万
1
2
1
3
戸
（
12
月
7
日

宮
城
県
H
P
・
復
興
対
策
本
部
H
P
よ

り
）
に
も
及
ん
で
い
ま
す
。

　

地
震
に
よ
る
影
響
は
、
家
具
や
資
機

材
の
散
乱
な
ど
は
あ
っ
た
も
の
の
、
建

築
物
の
被
害
は
比
較
的
軽
微
な
も
の
で

し
た
。
し
か
し
、
電
気
や
ガ
ス
、
水
道

な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
遮
断
さ
れ
、

テ
レ
ビ
も
ほ
と
ん
ど
視
聴
で
き
な
か
っ

た
た
め
、
情
報
収
集
す
ら
で
な
い
状
況

で
し
た
。
こ
れ
が
、
続
い
て
襲
っ
て
き

た
津
波
へ
の
対
応
を
遅
ら
せ
る
原
因
に

も
な
り
ま
し
た
。

■
各
地
で
甚
大
な
被
害

　

宮
城
県
建
設
業
協
会
は

　
　
　
　
　
　

  

迅
速
に
反
応

　

地
震
か
ら
数
十
分
〜
数
時
間
後
に

襲
っ
て
き
た
巨
大
津
波
は
、
港
の
船
を

押
し
流
し
、
家
々
を
な
ぎ
倒
し
な
が
ら

陸
上
の
奥
深
く
ま
で
到
達
し
ま
し
た
。

相
当
な
重
量
の
建
設
機
材
も
軽
々
と
押

し
流
し
て
お
り
、
津
波
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
巨
大
さ
を
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　

宮
城
県
建
設
業
協
会
で
は
、
被
災
直

後
か
ら
「
災
害
対
策
本
部
」
を
設
置
。
情

報
収
集
を
行
う
と
と
も
に
、
被
災
者
の

救
助
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
確
保
の
た
め
の

初
期
復
旧
対
策
に
取
り
か
か
り
ま
し
た
。

■
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
復
旧
の
た
め
、

　
　

  

地
元
建
設
業
者
が
結
束

　

地
震
と
津
波
に
よ
り
電
気
を
は
じ
め

ガ
ス
、
水
道
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が

止
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
道
路
の
分
断

や
津
波
に
よ
る
瓦
礫
の
散
乱
な
ど
で
、

孤
立
地
域
が
で
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
解
消
し
物
資
の
流

通
を
早
期
に
復
活
さ
せ
る
た
め
に
は
、

交
通
網
の
復
旧
が
不
可
欠
で
す
。
こ
れ

に
地
元
建
設
業
者
が
い
ち
早

く
反
応
。
地
域
の
気
象
や
地

形
を
熟
知
し
た
地
元
業
者
ら

が
自
衛
隊
な
ど
と
協
働
し
、

24
時
間
態
勢
で
作
業
に
当
っ

た
こ
と
で
交
通
網
の
早
期
復

旧
が
実
現
し
た
の
で
す
。

　

ま
た
、
震
災
情
報
通
信
の

構
築
も
行
っ
て
い
ま
す
。
会

員
各
社
が
持
つ
情
報
を
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
し
て
メ
ー
ル
な

ど
で
配
信
し
、
官
公
庁
や
会

員
な
ど
に
情
報
を
提
供
し
ま

し
た
。
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日
本
史
上
最
大
の
地
震
が
発
生

日
本
史
上
最
大
の
地
震
が
発
生

　

東
北
地
方
を
巨
大
津
波
が
襲
う

　

東
北
地
方
を
巨
大
津
波
が
襲
う

日
本
史
上
最
大
の
地
震
が
発
生

　

東
北
地
方
を
巨
大
津
波
が
襲
う

12

三
陸
沖
を
震
源
地
と
し
た
M
9
・
0
の

地
震
が
発
生

太
平
洋
側
ほ
ぼ
全
域
に

「
大
津
波
警
報
」〜「
津
波
注
意
報
」発
令

三
陸
沖
で
M
7
・
5
の
余
震
発
生

大
船
渡
で
11
・
8
m
の
津
波
を
観
測

茨
城
沖
で
M
7
・
7
の
余
震
発
生

石
巻
で
7
・
7
m
の
津
波
を
観
測

釜
石
で
9
・
3
m
、宮
古
で
7
・
3
m
の

津
波
を
観
測

三
陸
沖
で
M
7
・
4
の
余
震
発
生

相
馬
で
8
・
9
m
の
津
波
を
観
測

根
室
で
2
・
8
m
の
津
波
を
観
測

十
勝
で
2
・
8
m
以
上
の
津
波
を
観
測

苫
小
牧
で
2
・
5
m
以
上
の
津
波
を

観
測

銚
子
で
2
・
4
m
の
津
波
を
観
測

釧
路
で
2
・
1
m
の
津
波
を
観
測

3
月
11
日
に
起
き
た
地
震
と
津
波

（
地
震
は
7
・
0
以
上
、津
波
は
2
・
0
m
以
上
を
表
記
）

（
津
波
の
時
刻
は
最
大
波
高
観
測
時

23：39   17：22   16：17   15：57   15：50   15：25   15：21   15：20   15：15   15：08   14：49   14：46

15：30
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写真・資料提供／宮城県建設業協会

宮城県北部を流れる北上川河口付近の様子

被災した協会員の社屋など

自衛隊・消防等との協働による捜索、瓦礫撤去の様子救助や復旧作業のための車両通行を可能にするため、道を塞いでいた車両は早急に撤去された

被災した重機の数々

地震後の宮城県建設業協会
事務所6階フロア内の様子

橋台両側の背面盛土が流出した箇所をまたぐ
応急組立橋を架橋し交通路を確保

宮城県沿岸の浸水状況（赤で塗られたエリアが浸水）

　

平
成
23
年
6
月
7
日
、山
口
県

建
設
業
協
会
と
関
係
5
団
体
は
、

東
日
本
大
震
災
被
災
者
救
済
の

た
め
の
活
動
支
援
金
500
万
円
を
、

日
本
赤
十
字
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

震
災
の
直
後
か
ら
、
県
内
の

建
設
業
者
も
各
自
で
支
援
活
動

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し

た
状
況
の
中
で
、
協
会
と
し
て

取
り
ま
と
め
た
支
援
を
行
う
こ

と
に
な
り
、
関
係
団
体
と
の
連

携
を
図
っ
て
支
援
金
の
寄
贈
が

実
現
し
た
の
で
す
。

　

当
日
は
秋
山
智
洋
会
長
と
砂

川
敏
男
・
安
藤
光
吉
副
会
長
が
日

本
赤
十
字
の
山
口
県
支
部
を
訪

れ
、
片
山
雅
章
事
務
局
長
に
目

録
を
贈
呈
。
同
氏
か
ら
は
「
日

本
赤
十
字
山
口
県
支
部
も
さ
ま

ざ
ま
な
支
援
を

行
っ
て
お
り
、

活
動
支
援
金
は

あ
り
が
た
い
。

協
会
員
の
皆
さ

ん
の
思
い
や
り

を
各
方
面
に
伝

え
、
有
効
に
使

わ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
」
と
謝

意
の
返
事
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

■
被
災
地
支
援
に
500
万
円
寄
贈

　

山
口
県
建
設
業
協
会
な
ど

　
　
　
　
　
　
　

  

5
団
体

19：00
宮
城
県
と
の
連
絡
・
体
制
の
確
認

23：00 22：00
宮
城
県
よ
り
協
定
要
請

（
早
朝
か
ら
の
パ
ト
ロ
ー
ル
・
段
差
解
消
）

20：00
東
北
地
方
整
備
局
・
宮
城
県
と

状
況
確
認

東
北
地
方
整
備
局
・
宮
城
県
と

状
況
確
認

宮
城
県
建
設
業
協
会
災
害
対
策

本
部
を
設
置

09：00
全
建
よ
り
連
絡
。

国
交
省
よ
り
下
水
道
対
応
要
請

（
3
月
11
日
）

02：0003：00
宮
城
県
と
の
打
合
せ

会
員
企
業
へ
連
絡
・
指
示

宮
城
県
企
業
局
打
合
せ

08：30
仙
台
河
川
国
道
事
務
所
と
状
況
確
認

11：15 08：00
宮
城
県
企
業
局
よ
り
協
定
要
請

（
送
水
管
漏
水
対
応
）

14：30
宮
城
県
企
業
局
よ
り
協
定
要
請

17：30
宮
城
県
土
木
部
よ
り
要
請

（
送
水
管
漏
水
追
加
対
応
）

（
東
部
土
木
事
務
所
救
出
対
応
打
合
せ
）

宮
城
県
よ
り
協
定
要
請

（
R
4
か
ら
沿
岸
部
へ
の
緊
急
輸
送
路
確
保
）

04：00 （
3
月
12
日
）

07：1508：0016：1020：55 10：00
宮
城
県
土
木
部
よ
り
要
請

（
下
水
処
理
場
へ
の
対
応
要
請
）

宮
城
県
土
木
部
よ
り
要
請

（
増
田
川
河
口
へ
の
大
型
土
の
う
要
請
）

宮
城
県
土
木
部
よ
り
要
請

（
砂
押
川
へ
の
大
型
土
の
う
3
0
0
個
対
応
）

仙
台
河
川
国
道
事
務
所
よ
り
要
請

（
数
パ
ー
テ
ィ
を
結
成
し
て
の
対
応
）

仙
台
河
川
国
道
事
務
所
よ
り
要
請

（
石
巻
・
気
仙
沼
出
張
所
へ
出
向
い
て
の
対
応
）

（
3
月
13
日
）

2011
3.11

被災前
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北上大橋

北
上
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↓

北
上
川
↓

北上大橋

被災後


